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人の心を纏
まと

める難しさ ～芸術の秋に考える～ 

「感激して涙があふれてきました。」このように話されたのは、豊山町待望の吹奏楽団「豊山

ウインドオーケストラ」の初の定期演奏会を聴き終えた聴衆でした。人口 16,000 人弱のこの小

さな町に吹奏楽団が誕生したことは全国的にも非常に珍しいことであり、今年、町制 50 周年を

迎えた豊山町の芸術文化と地域の発展の歴史に大きな意義を持つものと思います。 

さて、順調にスタートした「豊山ウインドオーケストラ」ですが、現在、60人を超える団員が

集まったそうです。しかし、個性が集まった音楽集団をまとめることに、団長や指揮者それぞれ

が難しい局面を迎えているのではないでしょうか。 

今回紹介する書籍「新版オーケストラ指揮法 すべての心をひとつにする

ために」の著者は、合唱団やオーケストラの指揮者として活躍してきました。

指揮者として「人心掌握」、「場を一つにまとめ上げる」、「最高の結果を達成

させてあげる」などがわかりやすく書かれ、オーケストラ関係者以外でも参

考になる書籍です。 

指揮者としての資格や役割といえば、「楽器を専門的に演奏できる」、「楽譜

が読める」、「ミスを聞き分けられる」などは当然求められます。それに加え、

楽曲の作曲者の意図や時代背景などその曲に要求される「楽曲を正しくイメ

ージできる」こと、また、指揮者自身の「人間的な魅力」が大切であります。知識先行の指揮者

がタクトを振ってもオーケストラの楽団員は楽器を構えてもくれないそうです。例えば、ジャジ

ャジャジャーンとこの世の終わりのような暗いイメージで始まるベートーヴェンの「運命」を、

指揮者が軽い足取りで指揮台に上がり、笑顔でタクトを振り上げても、楽団員は決して楽器を構

えません。指揮者と楽団員の楽曲に対するイメージが違うのです。 

また、指揮者に限らず指導者、経営者など多くの人を導く立場の人の役割で大切なことは、人

にインスピレーションを与え、潜在能力をパワーアップさせ、そのパワーを結集することです。

「人は命令や指示では本気で動かない。人は自ら気づいたときに本気で動く。その気づくチャン

スを作る。」ことが人を導く立場の人にとても大切であると著者は説いています。 

11 月後半になり秋も深まってきました。秋といえば芸術の秋。冒頭の聴衆の言葉は改めて音

楽が持つ力を感じさせます。「豊山ウインドオーケストラ」の活動理

念は、「演奏を通じて、豊山町民の皆様に音楽の楽しさ、魅力を届け

るととともに、世代を超えた交流を目的に活動する」とのことです。

芸術文化と地域づくりは、団員の熱意・活動とそれを受け止める地域

の皆様によって生まれ、育まれていくものであると思います。これか

らも素晴らしい吹奏楽団の音色が豊山町に響くことを願っています。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒 ４８０－０２０２ 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL ０５６８－２８－５４４９ 

豊山ウインドオーケストラ 

高木善之著 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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